
 

３３３３    揺揺揺揺れれれれてからてからてからてから津波津波津波津波がががが襲来襲来襲来襲来するまでするまでするまでするまで    
 

 ⾼知県では、想定される最⼤の地震と津波が起こった場合、

最⼤で震度７の揺れが起こった後に、⼤きな津波に襲われる

ことが想定されている地域もあります。 

2011年の東⽇本⼤震災では、津波による甚⼤な被害が発

⽣しましたが、揺れによる建物被害は津波に⽐べると甚⼤で

はありませんでした。 

⼀⽅、1995年の阪神・淡路⼤震災では、神⼾市や⻄宮市

の⼀部地域、密集市街地のエリアでも震度７の地域があり、

揺れによる⼤きな被害が発⽣しました。建物は倒壊し、⽕災

が発⽣しても⽔がない、倒壊した建物に道路がふさがれて消

防⾞も全ての⽕災には対応できないという状況でした。また、

急傾斜地や造成地では⼟砂が崩れ、⾄る所で液状化が発⽣し

て、路⾯が⼤きく壊れた地域もあります。倒壊した建物だけ

でなく、⾼架橋もずれて道路をふさいだところもありました。

震度7の揺れでなく、震度4や5弱程度の揺れでも、補強さ

れていないブロック塀は倒壊した事例が、過去にはあります。 

 浸⽔予測と震度分布は、別々に考えずに、津波が来る前に

地震によって市街地が被害を受けて、いつもどおりの津波避

難ができない可能性も考えておきましょう。 

 

 

 

２）海⾯の盛上り（津波発⽣） 

震源 

海底の隆起 

３）揺れによる被害 

建物倒壊、⽕災、液状化等 

４）津波の襲来 

５）波⾼の増⼤ 

６）津波の陸域への遡上 

７）強い引き波 

８）繰り返し襲う津波  

⽔深が浅くなると、津波が減速して後から追い 
ついた津波と重なり、波⾼が増⼤します。 

⼤量かつ強烈な勢いのある海⽔が 

陸域に押し寄せます。 

津波は繰り返し襲ってきます。 

ユーラシアプレート フィリピン海プレート 

南海トラフ 

⾼知県 

フィリピン海プレートがユーレシア 

プレートの下に潜り込む際、ひずみ 

が蓄積されます。 

地震発⽣前 

地震発⽣前 

ひずみの蓄積 

１）地震発⽣ 

南海トラフでは、ユーラシアプレー

トの下にフィリピン海プレートが

潜り込んでいます。 

ひずみが解放され、 

プレートが跳ね上がります。 

強い引き波が発⽣します。 


